
別紙３ 

ダイナミックネットワーク技術の研究開発 

（大規模資源の管理・制御に関する技術） 

 
（１）研究の目的 
資源（ネットワーク、計算機、データストレージ）と機能を仮想化し、それら

のアプリケーションに応じた自動的な割り当てを、大規模複数ドメイン環境で

実現することを目標に、アプリケーションに適した資源の自動割り当て技術、

複数管理組織を跨る仮想インフラストラクチャー提供技術、および高度ネット

ワークの提供技術の研究開発を行う。 
 
（２）研究期間 
    平成１９年度（１年間） 
 
（３）委託先企業 

（株）KDDI 研究所＜幹事＞、独立行政法人産業技術総合研究所、国立
大学法人九州工業大学 

 
（４）研究予算（百万円） 
    平成１９年度      ９８（契約金額） 
 
（５）研究開発課題と担当 
    課題エ：大規模資源の管理・制御に関する技術 
     エ－１ アプリケーションに適した資源・機能の自動割当て技術（㈱

KDDI研究所） 
     エ－２ 複数管理組織を跨る仮想インフラストラクチャー提供技術

（独立行政法人産業技術総合研究所） 
     エ－３ 高度ネットワーク機能の提供技術（国立大学法人九州工業

大学） 
（６）主な研究成果 
    特許出願：   ２件 
    外部発表：   ７件 
   具体的な成果 
    課題エ：大規模資源の管理・制御に関する技術 



エ－１ アプリケーションに適した資源・機能の自動割当て技術 
（㈱KDDI研究所） 

・ スケール性と各種インフラ技術への適応性を考慮した、資源管

理手法と APIの方式設計を完了。 
・ 多機能統合型サーバ仮想化アダプテーションの基礎動作の確認

を完了。 
エ－２ 複数管理組織を跨る仮想インフラストラクチャー提供技術 

（独立行政法人産業技術総合研究所） 
・ 多様なアクセス手段を持つ、高機能分散資源レジストリのイン

タフェースおよびプロトコルの設計を完了。 
・ 適切なアクセス制御を実現する分散モニタリングシステムのイ

ンタフェースおよびプロトコルの設計を完了。 
・ 資源の自動取得および構成の動的変更を実現する資源管理シス

テムのインタフェースおよびプロトコルの設計を完了。 
・ 仮想インフラストラクチャー構築システムの全体アーキテクチ

ャの設計を完了。 
エ－３ 高度ネットワーク機能の提供技術 

（国立大学法人九州工業大学） 
・ 多地点間での効率的なデータ伝達・収集・共有の要素技術とし

て、複数の高機能ノードがネットワーク内部で状況に合わせて

圧縮処理する手法の検討を実施し、ネットワークシミュレータ

による基礎的な評価を完了した。 
・ 多段・分散データ選択・加工処理の要素技術として、多様な並

列アプリケーションを効率的に実行可能な適応的な資源割り当

て手法の検討を実施した。 
・ 実機実験のためのプラットホームの試作および高速ネットワー

ク上での予備実験を実施した。 



（７）研究開発イメージ図 

 



 


